北極大陸 第17号 |
目 次
Today's robot 3
渡辺哲也
凌聖愚遊<りょうせいぐゆう>13-14-15
弾射音
13
マンションに着いて、おれはさっそく服を脱いだ。胸にパッドを貼りつけてブラジャーをし、下着も女装用のシークレットショーツに履き替える。もちろん、ロン毛のかつらも被る。それで服をとっかえひっかえしていたらお互いに興奮してきて、ついつい一発やってしまった。準備は一休みだ。少し休憩した後、時間がもったいないので中華料理のデリバリーをとり、昼飯をすませた。
午後二時から再び準備。結局、おれたちが選んだのは、水色のサマースーツだった。スカートは割とタイト。けっこう、スリットが深い。実はこのスーツは、あまり着たことがなかったのだ。歩きにくくはないが、走るのには苦労しそうだ。だからあまり着たくなかったのだ。だが、今日は全速力で走る羽目にはならないだろう。ただ、冴木とお近づきになるだけだ。
問題は、どうやってお近づきになるかだ。おれは奈緒美と一緒にどうするかいろいろと考えた。二人ともいくつか案を出したが、どれもしっくりと来ない。
ままよ。当たって砕けろだ。おれはとにかく女の格好して冴木を尾行し、チャンスがあったらすかさず接近することにした。
さてと、どんなチャンスがやって来るかな。
水色のスーツを着て、四時に出かける。背が高すぎるようにならないよう、靴はロウヒールだ。少なくとも冴木よりは身長を低くしておきたい。クワトロで奈緒美を彼女のマンションに送っていき、クワトロはそのまま彼女のマンションの駐車場に置いておく。さて、地下鉄で冴木の会社へまっしぐらだ。まだ五時前だったが、地下鉄はけっこう混雑していた。嫌な予感がするが、仕方がない。痴漢をされても、今度は指の骨を折らないよう、手加減して手を捻り上げよう。
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ビルの入口近くで、おれは冴木が出てくるのを待った。おれは女にしては背が高い方だが、地味めのスーツを着ているのでそんなに目立たないようだった。たまに通行人の男がおれの顔を振り返っていくが、たいして人の目を惹いているほどじゃない。たぶん、冴木もおれに注目したりはしないだろう。もしも注目されてしまったら、化粧と衣装を変えて後日再チャレンジするだけだ。
冴木は五時半ごろにエレベーターを出てきた。そのままビルを出、地下鉄の駅の方へ歩きはじめる。このまままっすぐに帰宅か。今日はチャンスはないかな。それでもおれは彼女を見失わない程度には距離を置いてついていった。
駅の階段を降り、改札を通ってプラットホームへ行く。夕方のラッシュが始まっている。朝ほどではないが、それでも車内はぎゅうぎゅうづめだ。おれは冴木と同じ車輌の、違うドアから乗り込んだ。
そのまま帰宅するかと思ったら、彼女は二区間で地下鉄を降りた。ちょうど繁華街にある駅だ。真っ直ぐ帰宅というわけではないらしい。おれは姿を見られないように尾行していった。地上に出る。雑居ビルが立ち並ぶ通りを奥へ歩いていく。とあるファッションビルの入口に接近する。その前に、三人の若い女のグループが立っていた。冴木の姿を認めると、冴木に向かって手を振り始める。冴木も手を振り返し、小走りになる。どうやら待ち合わせだ。今夜は女子会か。どこかへ飲みに行くのかな。こんな繁華街で待ち合わせをするのだから、きっと飲み会だろう。困ったな。同じ店に一人で入っていって近くに席をとったら、どうしても目立ってしまう。
誰か、一緒に店に入ってくれる男を見繕わなければ。
ファッションビルの入口の前でひとしきり黄色い声でおしゃべりをしてから、冴木を含む四人の女たちは移動を始めた。すぐ近くのビルの入口に吸い込まれていく。おれはそのビルを見上げた。居酒屋やバーの看板がいくつかかかっている。おれは冴木と仲間たちがエレベーターに乗るのを見届けた。ほかに客はいない。エレベーターのドアが閉まってから、おれはエレベーターの前に行く。三階で止まった。三階には大手居酒屋チェーンの店舗が入っている。ほかには店は入っていない。三階の全フロアを占めているのだろう。
どうしようかな。まさか一人で入っていって冴木とお近づきになるわけにもいかないし。向こうも団体さんだから、余計にチャンスは少ない。今夜は出直すか。おれはエレベーターの前に立ったまま考え込んだ。
「へいカノジョ」
声がした方に顔を向ける。
顔を赤らめた中年のおっさんがにやにやと笑ってこっちを見ている。
「カノジョ、何してんの?」
スーツをきちんと着ているがネクタイは緩めている。おれのすぐ隣に立ち止まる。顔が異常接近だ。吐く息がくさい。なんだ、既に酔っぱらってるのか。さては会社をさぼって酒を飲んでいたな。酒の勢いで声をかけたのだろう。おれは思わず顔をしかめたが、すぐに笑顔になった。
「ねえカノジョ、今ひま?」
こいつも家に帰れば女房と子供がいるのかもしれない。悲しいおっさんだ。おれは内心、渡りに船と思ったが、とりあえずは困ったような顔をした。
「ねえカノジョぉ、どっか飲みに行こうよう」
おれは笑いたいのを必死にこらえ、困った顔してうつむいてみせた。
おっさんがますます顔を近づける。
「カノジョ、ひとりなの?」
おれは首を横に振った。
「あの、待ち、待ち合わせをしてるんです」
「彼氏と待ち合わせ?」
にやついたままだ。おれは首を縦に振る。
「どれくらい待ってんの?」
おれは応えなかった。
「もうずいぶん待ってんじゃないの? そんな雰囲気だよ」
アホか。おれは相変わらず笑いをこらえながらうつむいていた。
「奢ってあげるからさあ」
おっさんがなよなよして体を近寄せる。おれはおっさんを避けようとするふりをした。
「なんだ、おっさん、しつこいぞ」
横からふいに野太い声がする。おれとおっさんはとっさにそのほうへ目をやった。
Tシャツとジーパンの若い男が近づいてくる。
背が高い。おれよりはるかに背が高い。ハイヒールを履いても、その男の方が高いだろう。男は鋭い目つきをしていた。
「この人、嫌がってるじゃないか」
男はおっさんの胸倉に手を伸ばそうとする。おっさんは急に恐怖に顔をひきつらせ、「す、すいません」とつぶやいて逃げていった。
ますます渡りに船だ。
ひょっとしたら、あのおっさんとこの男はグルかもしれない。単なるナンパでは女が引っ掛からないので、酒癖の悪いおっさんから救い出す芝居を打ったのだろうか。どうでもいい。おれにとっては、おっさんもこの男もただのカモだ。
「お嬢さん、大丈夫ですか」
男は一転、笑顔になっておれに話しかける。それにしても背が高いな。おれは眩しいものを見るような目をして男を見上げた。年の頃は三十ぐらいだろう。おれよりちょっと年が上だ。だが、おれは化粧するとめちゃ若くなってしまう。たぶん、男は二十代前半の女を相手にしているつもりなんだろう。
内心、ほくそ笑んで。
「はい、大丈夫です」
わざと蚊の鳴くような声で言ってやる。男はますます爽やかな笑顔になった。普通の女なら、これで落ちるかもしれない。
「誰かと待ち合わせですか?」
おれはうなずいた。
「女性が一人では、危ないですよ。ここはそういう街ですから」
そんなこと、言われなくてもわかってるよ。
「相手の人はなかなか来ないのですか」
再び頷く。
「よかったら、どこか適当なお店に入りませんか」
ほら見ろ。やっぱりナンパじゃないか。
おれは困ったような顔をしてうつむき、それから男を見上げた。男は自信満々の顔をしている。もう成功したと思っているんだろう。虚栄心をくすぐってやるかな。
「……でも、いいんですか」
再び蚊の鳴くような声で言う。
「ぼくは構いません。あなたさえよければ」
おれは何も言わなかった。それが返事だ。OKのサインだ。男もそれをわかっているだろう。これ以上、何も言う必要はない。あとは冴木が入っていった店を希望するだけだ。
「どこか、遠くへ行きますか」
「……いえ、できればこの近くで」
「わかりました。どこか、ご希望は?」
「じゃあ……」
おれはこのビルの三階にある居酒屋のプレートを指さした。
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居酒屋の中は広かった。有名なチェーン店だ。テレビでも宣伝している。おれは店に入った時に店内をざっと見まわしたが、冴木のグループは見当たらなかった。テーブル席じゃなくて、奥の座敷にいるのだろうか。どうでもいい。できるだけ入口に近い席をとって、チャンスを待とう。
ちょうどいい具合に入口近くのテーブルが空いていた。とはいっても相席だ。相席でよろしいでしょうかと店員が言ったのでおれは男が口を出す暇を与えずにすかさずはいと返事した。男は不満そうではなかったが、内心、不満に思っているのかもしれない。こんな相席では口説き文句の一つも言えないだろう。だいいち、店内が騒がしい居酒屋は口説くには不向きな場所だ。ほんとうは洒落たバーに連れていきたかったんだろう。ぼくがいい店を知っていますよなんて言ってな。ついでにマスターかバーテンがグルだったりして。カクテルに睡眠薬を入れるか。そのまま売春組織に売り飛ばす算段で。まあ、これはちょっと考え過ぎかな。でも、男はいかにも爽やかそうな青年をしていて、かえってうさんくさく思えてしまう。
とにかく、おれたちは席に尻を落ち着けた。
「ビールでいいですか」
その質問の仕方がまた爽やかそうなんだなあ。おれはしおらしくはいと返事した。男は中ジョッキのビールを二つ注文する。ついでにつまみを少々。いかにも慣れた雰囲気だ。まあいい。おれはほかに食いたいものがあったが、今は冴木に接近することが先決だ。
「黒田といいます」
「堀江です」
男はおれに手を差し出した。ちょっとおどけてみせる。警戒を解かせようとしているのだろう。おれは微笑んでその手を取ってみせた。握手しながら、ちょっと笑い声をあげてみせたくらいだ。
おれはもう一度店内を見回した。相変わらず、冴木と仲良し仲間の姿はない。中ジョッキのビールがやってくる。おれと黒田は乾杯した。そのままちょっとビールに口をつける。黒田は豪快に飲み始める。たぶん、酒にも強いのだろう。それはどうでもいい。困ったのは、おれも酒に強いことだ。めったに飲まないが、いったん飲むとなると、どんなに飲んでも、顔に出ない。少しは赤くなればいいのに、あいにく酔わないたちなんだ。少しは可愛らしい女のふりをしたいものだ。口だけ酔ったふりをしようかな。
まあ、この男にどう思われようがかまわない。とにかく、冴木に近づくきっかけをつかむだけだ。
「堀江さんは、どんなことをしているの?」
黒田が微笑みながらおれに訊く。
「ごく普通のOLです」
「そうですか? とってもきれいだから、モデルか女優さんかと思いました」
アホか。そこまでおだてるとわざとらしいぞ。
「そんなことありません。この服装でもわかるでしょ?」
「そうだね。見た目は、ごく普通のOLみたいだ。だけど、OLをしておくのはもったいない」
「そうだそうだ。OLにしておくのはもったいない」
突然、横から声が上がって、おれと黒田はそのほうへ顔を向けた。隣の席にいた中年のおっさんが真っ赤な顔をいやらしくにやつかせてこちらを見ていた。
「あんた、ほんとに美人だよ」
その向かいの男もうんうんと頷いている。おれと黒田の話を聞いていて口を挟んできやがったのだ。ややこしいことになったな。
「そんなことありませんよお。あたし、そんなにきれいじゃありません」
できるだけ可愛らしく言ってみた。そのまま黒田を振り返る。黒田はあからさまに不満そうだ。だが、すぐに笑顔に戻った。強面そうなところを見せて警戒されるのは不本意なんだろう。
「気に障ったら、どこか店を変えましょうか」
黒田は顔を近寄せて耳打ちする。おれはかぶりを振って微笑んでみせた。
おれと黒田とおっさんたちは改めて乾杯をした。
おれを話題にして、しばらく話に花が咲く。おれはその中心で赤面してみせたり男たちのおだてに大きくかぶりを振ったりした。黒田はもう一杯ジョッキを注文する。おれのジョッキは半分も減っていない。これが奈緒美と一緒だったら、たとえ女装していてもがぶ飲みするんだが。これじゃ、どんなに酒が弱くても酔えないよ。
「ごめんなさい。ちょっとお手洗いに行ってきます」
おれは顔を赤らめたふりをしたまま席を立った。黒田は微笑んでいるが、おっさんたちは不満そうな顔をしている。おれはそのへんをうろついていた店員にトイレの場所を訊くと、店の奥へ歩いていった。
いたいた。冴木と仲間の女たちは一番奥のテーブルについていた。相変わらず、黄色い声で騒いでいる。若者の特権とでも言わんばかりに。冴木はもうかなり飲んでいるらしい。顔が赤い。
冴木の足が、椅子の横にちょっとはみ出している。おれはとっさに作戦を思いついた。
冴木の足に自分の足をわざとひっかける。おれはきゃっと悲鳴を上げながら派手によろめいた。冴木がとっさに振り向いて両手を差し出す。彼女はおれの体を抱きとめたが、女にしては長身のおれに対し、彼女はいかにも非力だ。抱き合ったまま、床に倒れ込んだ。「いたたたた……」
冴木は顔をしかめて自分の尻をさすった。しかしすぐに俺に顔を向けてすまなさそうな表情を浮かべる。
「す、すいません。大丈夫ですか」
おれたちは抱き合ったまま互いを立ち上がらせた。そこでやっと抱擁を解く。冴木はおれの尻に手を伸ばしてほこりを払う仕草をした。
「あの、大丈夫ですから」
おれは困ったように顔をしかめながら言った。そこでおれは、冴木がおれの顔を見て目を丸く見開くのを見逃さなかった。
「痛くありませんか?」
「ほんとに大丈夫ですから」
おれはそのままトイレに行こうとする。
「足を投げ出していたあたしが悪いんです。服は汚れていませんか」
「ほんとに大丈夫ですから」
おれは一応、スカートの尻の部分が汚れていないかどうか確認するふりをした。もちろん、汚れてはいない。店内は掃除が行き届いている。客も酒や食べ物を床にこぼしてはいない。
おれは女子トイレに入っていった。個室に入り、時間を見計らって水を流す。そしてトイレを出て席に戻ろうとすると、冴木に呼び止められた。
「あの、さっきはほんとうにすいませんでした」
立ち上がり、済まなさそうな顔で一片の紙を差し出す。
名刺だった。
「何かあったらここに連絡をください」
「いえ、ほんとに大丈夫ですから」
そう言いながら、おれはその名刺を受け取った。
「冴木洋子」と書かれている。
「じゃ、これで失礼します」
おれは急ぐふりをして席に戻った。腰をおろし、バッグに名刺を入れる。黒田は顔に笑みを浮かべておれのおしぼりを手に取って差し出した。おれは礼を言ってそれを受け取り、形だけ手をぬぐう。
隣のおっさんたちがまたいやらしいにやけ顔になる。また俺を肴にした座談会だ。美人が一人いるだけで、どうして男たちはこんなに盛り上がれるのか。まあ、おれも男だがな。いずれにせよ、これで冴木のフルネームと連絡先はゲットできたわけだ。
あとはこの黒田という男をどうやって振り切るかだ。
「あの、ちょっと酔ったみたい」
おれは黒田に顔を近づけてささやいた。黒田の顔が一気に明るくなるのが見える。しめしめ、これでこの女は落ちたなと思ってるんだろう。残念だな。あんたとはこれでさよならだよ。
「店を出る? 外の空気が吸いたい?」
黒田は心配そうな顔をおれに近づけた。おれは首を縦に振った。おれたちは店を出、エレベーターで一階へ降りた。
「じゃあ、今日はありがとうございました」
おれはビルの前で黒田にお辞儀をした。
「酔っちゃったようだけど、大丈夫?」
黒田はいかにも心配そうな顔をしている。
「よかったら、車で送っていこうか」
「でも、それじゃ飲酒運転になっちゃいますよ」
「平気平気。検問があったら息を吸ってあーと言うから」
そう言って黒田は笑った。おれも笑ってみせる。
「冗談は抜きで、ほんとに大丈夫ですから。初対面の男の人に、そこまでしていただけません。だいいち、飲酒運転をさせるわけにはいきません」
「じゃあ、地下鉄で送っていきましょう」
「一人で帰れますから」
「でも、ちょっとふらついてますよ」
「坊や、いい加減にしな」
おれは女の声のまま、ドスを利かせた。
「は?」
おれの豹変ぶりに、黒田はまだ理解していない様子だ。
「あたしみたいないい女とちょっと酒を飲めただけでもありがたいと思いな」
「は?」
「酒代はありがとよ。じゃあな、坊や。早く帰ってマスでも掻きな」
鳩が機関銃を食らったような顔をした黒田を置き去りにして、おれは大股でその場を立ち去った。
大笑いをこらえるのに必死だった。
【つづく】
小説指南セレクト
【「スターウォーズ・フォースの覚醒」は今後こうなる】
栗林元
自分で小説を書いたりマンガを描いたり映画を作ったりするようになると、作品に張られた伏線だけで、今後こうなるだろうなという予想がついてくる。また否応なくそんな鑑賞のしかたをするようになる。今回は、「スターウォーズ・フォースの覚醒」でそれをやってみよう。
スターウォーズのエピソード4から6は、ルークとベイダー(アナキン)の父と子の確執がドラマ部分で描かれた。そしてエピソード1から3はそのアナキンが大切な人を守るがために暗黒面に落ちるまでが描かれる。
今回の「フォースの覚醒」から始まるシリーズは、カイロ・レンとハン・ソロの父と子の確執があり、この暗黒面で迷うレンが光の面に回帰するまでが描かれるであろう。
レンは父ハン・ソロを殺すことで、同じく父を殺したルークと同じ力を得ようとしたのかもしれない。二人は師弟対立(これはアナキンとオビワンの関係に相当する)を最終的に解消するんだろうなと思うが、「父殺し」という闇を心に抱えることに「哲学的フレーバー」をまぶすであろう。
一方、ヒロインのレイはエピソード4のルークとレイアを一人で体現したキャラだ。女の子というのが同時代性である。一見、ファンがルークっぽく感じられるが実は第一作ではせいぜいC3POに相当する役だ。彼が黒人であるのもそのためか。
このあたり、マイノリティーに配慮してアジア系の役者使うし、メインのキャラに黒人も使っていますよ、でも白人女性と黒人男性のヒーローとヒロインはまだ時期尚早かな、というハリウッドのスタイルだ。この予想を裏切って来るならすごいと思うが。
では、レイと結ばれる王子様が誰かというと、それは間違いなくカイロ・レンなのだ。最初の出会いのシーンでマスクをとって美貌をさらしている。この講師ブログでも語ったが、「美しい容貌と残虐な心」という「二律背反」は、悪役キャラ造形のまさに教科書どおりだ。レンとレイの、敵愾心と憎悪の関係が、恋に変わっていくところが「ドラマなのだよ」って脚本家の、「どんなもんだい」的な声が聞こえてきそう。
またレンは光の側に帰ってくるのだが、母レイアは反乱軍の将軍だ。将軍という立場ではレンを許せば部下の不満は目に見えている。揺れるレイアのドラマがあり、それを知っているレンは最後の悪との戦いで命を捨てるって展開もあり。だが、ラストシーンで、フォースの目覚めたレイは、スピリチュアルな世界でレンやソロやルーク(当然ルークはシリーズの途中で死ぬと思う。三部作になるならエピソード8の終わりか、エピソード9の冒頭でしょう)達の魂が生きていることを知り悲しみから立ち直る、ってところでエンドかな。
ファンは当初名前すらなく、子供の頃にさらわれて兵士として教育されたストームトルーパーという設定。まさに、子供の頃から敵への憎しみと殺人術を教育されたテロリストの少年兵を思わせる。ファンの役割は、この「少年兵」の人間性回復ドラマなのではないかとも思える。現在の国際社会で問題となっている「少年兵問題」、これもまた作品の同時代性であろう。
いやあ、おもしろかった。ってすっかりシリーズ見てしまった感じだが、制作者達が、どれだけ私の予想を裏切ってくれるか楽しみです。
この文では言及しなかったけど、レイがスカヴェンジャーを続けながら、指折り数えて待ち続けた誰かか何かにも何か伏線があるんだろうけど、これはエピソード8でわかってくるんだろうなあ。
(2016年3月4日(金) 16:00)
小説指南https://cyta.jp/novel/s/shousetushinan/
宇宙キッドの作り方 メカキッドの逆襲2
murbo
アイアンバッファローを倒した宇宙キッドは、続けて現れた何かを究明するため現地へ向かった。
===
宇宙キッドと研究員が駆けつけたときには、瓦礫と化したそこには既に“何か”はいなかった。
数日後も別の工場に“何か”が現れ、希少金属を略奪していく。この時もSSLに宇宙キッドはいた。画像認識システムで検知したその“何か”は、人ではなかった。宇宙キッドとSSLの捜査チームは飛行作戦司令室ジェットニグラに乗ってその工場へ向かった。わずかな壁くらいしか残っていない工場には一人少年のような影があった。宇宙キッドたちは少年に駆け寄り、隊員がここは危険だから早く非難してくださいというと少年は言った。
俺は宇宙キッドだ。お前は俺と同じだ。同じモノは世界に二つは要らない。お前を破壊する。
そういって少年は発光し、宇宙キッドに変身した。いや、正しくは宇宙キッドに似たロボット、メカキッドだ。
宇宙キッドはSSL隊員を逃がし、自分は後方へジャンプして間合いを取りながら、戦闘モードに変身する。
メカキッドは指ミサイルを発射、10発の小型ミサイルが宇宙キッドに迫る。三式宇宙銃スペースガン タイプ3で対抗するが当てる気が無いようで手前で爆発する。続けて目のシャッターが開き、レーザー光線を発射。着地する宇宙キッドを狙う。これも足元の当たるギリギリのところに着弾、軽く地面をえぐった。矢継ぎ早の攻撃に宇宙キッドは逃げるしかない。次に胸の四つの胸のパネルが開いて雷撃砲に変形し電磁熱線を放つ。宇宙キッドは三式宇宙銃を撃ち相殺しようとする。しかし、レーザーガンの力は押し戻されてしまう。メカキッドの電磁熱線は倒れた宇宙キッドを越えて後ろの瓦礫の山を瞬時に気化させた。
はははは。これは威嚇だ。
ジェット噴射で瞬時に宇宙キッドに接近する。
お前の武器は何だ。まさか、その鉄砲だけじゃないだろうな。
人工的に合成した様な声でいいながら宇宙キッドを突き飛ばす。
飛ばされた先でよろけながら宇宙キッドが言う、
あとは、勇気くらいかな。なんてな。
すかさずメカキッドに飛び掛りながらスーパー宇宙キッドに変身し顔面を殴る。しかし、腕でブロックされ、カウンターで殴られる。倒れた宇宙キッドを蹴り上げる。
飛んでいった宇宙キッドにゆっくり歩いて近づく。
よろけながら起き上がる宇宙キッド。高く飛び上がるメカキッド。上空から目のシャッターを開いてレーザー光線を発射する。すかさず三式宇宙銃を手に取り迎え撃つ。
今度は競り勝ったように思えたが、光線の後ろで反転して体勢を変えて殴りかかってくる。
寸でで転がり、パンチを避ける。メカキッドのパンチは地面にめり込み、一瞬動きが停止する。これをチャンスと見て銃を構えるが、それよりも早くメカキッドは再び起動し、まさに機械のように機械的に腕を引き抜き、宇宙キッドに近づいてくる。隠れる場所を探し、体を引きずりながら隠れてSSL隊員に連絡を取る。
そろそろダイザーベースを送ってくれないか。
どんどん近づいてくるメカキッド。間一髪のところでダイザーベースが飛来する。しがみつくように乗り、間一髪で助かる。上空からメカキッドを攻撃する。今度は宇宙キッドが追い込む番だ。太陽を背にして銃を撃ち続け、廃墟まで追い込む。
ふと飛行機の音も何もかも音がなくなったような静けさがやってくる。そして空気を切り裂くような音が空からやってくる。ダイザーベースがエンジンを切って太陽を背にして落下してきたのだ。宇宙キッドは三式宇宙銃をエネルギー開放状態であるストームモードにし、有効射程距離まで近づいたとき、機体の隙間からメカキッドめがけて引鉄を引いた。
メカキッドは胸の雷撃砲で相殺しようとするが、ストームモードに力負けしておたがいが反発しながら爆発する。吹き飛ばされる宇宙キッド、メカキッドはストームモードと自分の電磁砲で四肢を失い吹き飛ばされる。宇宙キッドは爆発と同時にダイザーベースを起動して辛くも離脱する事が出来た。
メカキッドは大破し、動くことが出来ない、それでも近くにやって来た宇宙キッドに言う。
俺は死なない。無敵だ。お前を破壊するまでは死ぬことは許されないのだ。お前が死ぬまでは、俺は死なないのだ。
そう叫びながら口から火を吐く。これはメカキッドの武器ではなく、内部メカの破損で発火しているだけだ。宇宙キッドは火炎をよけ、回し蹴りでメカキッドの首を引きちぎり行動不能にする。その時、上空に魔人ゴースが現れた。
【つづく】
敵メカ、メカキッドが登場しました。関節はそれなりに考えましたよ。なんだかとっても手間取ってしまった。来月はどうかな~、できるかな~。ということで又次回。
既刊本紹介
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【栗林元既刊本】
神様の立候補/ヒーローで行こう!
平成二年の第三十九回の衆議院総選挙を舞台にした作品。主人公・西本は地方新聞・東海新聞の専属広告会社の営業。彼に下された使命は、泡沫候補の新聞用選挙広告を法定回数五回分を全て東海新聞の扱いで獲得すること。選挙広告の扱い件数は新聞の信頼度を計るバロメーター、他紙の専属広告会社も黙ってはいない。さらに問題が一つ。その候補者は、「龍神様のお告げで立候補を決意した」というおばあちゃんだったのだ。西本は無事に扱いを獲得できるのか? そんな新聞広告の内側をユーモアたっぷりに描いた作品。この作品は、平成三年三月の「第二回ビジネスストーリー大賞」(テレビ東京主催・日本経済新聞社後援)で佳作入選した小説に加筆したもので、今回が初公開。
もう一編の「ヒーローで行こう」は平成十四年の作品。ツイッター登場の四年前、地方都市に住む四人のオタク中年が、ひょんなきっかけから正義の味方をすることになる物語。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00IB9F4OE
1988 獣の歌/他1編
気がつくと、「獣」は新生児の心の中にいた。しかも、今まさに殺されようという瞬間だった。
間一髪、肉体から抜け出した獣は、一人の少女の心に飛び込んでいた。しかし、無理な跳躍で、多くの記憶を喪失してしまう。
人の心から心へ、性行為を媒介にして移動する獣。肉体もなく、意識の中に隠れ住む獣。
その知性は人より神に近く、その特性は、人より獣に近い「私」を語り手に、人の心に秘めた悲しみと欲望を赤裸々に描く。
私(獣)とは一体何者なのか。何のために人から人へと移動するのか。そしてどこへ行こうというのだろうか。異色のエロティックSFホラー。
他に、ハードボイルドミステリースタイルの官能小説「探偵・隆」を収録。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00KK5I61U
盂蘭盆会●●●参り(うらぼんえふせじまいり)他2編
「盂蘭盆会●●●参り(うらぼんえふせじまいり)」
18歳を目前にしたお盆の夕食で、仁は 「明日のお参りにはお前も来なさい」と、父から告げられる。同じクラスの中にも、もう「お参り」をしている者が何人かいた。話によれば長男は兄弟の中でも比較的早く「お参り」に連れていかれるのだという。果たしてそのお参りとはどのようなものなのか。
「毛布の下」
少年時代の夏休み、あの空き地の廃屋で見た腐った毛布の下にあったのは、噂の通り、殺された少年の死体だったのだろうか。
「尋ね人」
週一回のペースで、1年近く掲載され続けている尋ね人広告。事故死した前任者の葬儀で出会った美しい母娘に秘められた悲しい宿命が、広告マン西本を翻弄する。
1990年代から2000年代前半にかけて書いた「奇妙な味」系の作品を集めた作品集である。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NCD05MK
薔薇の刺青(タトゥー)/自転車の夏
「薔薇の刺青(タトゥー)」
「姉のマリアンを探してほしいのです」、たどたどしい日本語で涙を浮かべた依頼人は、フィリピンからやってきた美貌のシンガー、テッシー・パドレスだ。保険事務所の下請け調査にうんざりすると、ついつい私は、こんな案件を受けてしまう。
日本人と結婚して永住権を手にしたマリアンは、どこへ消えたのか。昭和六十年の名古屋市を舞台に、外人タレントプロダクション、偽装結婚、など、裏社会を描いたハードボイルド作品である。
「自転車の夏」
青空文庫に収録された青春小説に加筆した作品。
一九七七年春、栗山肇・十九歳は、かろうじて滑り込んだ愛知大学で、右も左もわからぬうちに少林寺拳法部に入部した。高校三年間、天文部で望遠鏡を覗いていた肥満気味の少年が、マンガ家志望で受験中にもケント紙にペンを走らせていた生粋の文化系の学生が、体育会でも最右翼の武團連合といわれる厳しさで右に出る者のないクラブ・少林寺に入ってしまったのである。
「俺達、この四年間で恋なんてできるんだろうか…」
体育会の一年生の、恋や青春の葛藤や政治に対する怒りとは、全く無縁の疾風怒濤の毎日を描いたユーモア青春小説である。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00RQ5LMQ8
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
murbo/北極大陸、第17号の編集後記です。
表紙は四月なので桜です。まだ今年は綺麗に咲いていなかったので、去年撮ったものから選びました。
渡辺哲也(以下、渡辺)/お疲れ様でした~
栗林元(以下、栗林)/おつかれさまです。
murbo/今月は特にヒマだったのに、久しぶりに大きなサイズでプリントなどしていたので、結局ばたばたでした。
渡辺/表紙のサクラ良い感じですね。
栗林/私は、先月で派遣仕事満了したので求職中です。これが暇なんだ。おかげで原稿が書けること書けること。
murbo/今年は暖かいので早く咲いているような報道だったので期待していたんですが、思ったようには咲いてくれないですね。
栗林/今週末からが満開だと思います。
murbo/そうですね、やはり例年通り四月に入ってからですねぇ。
自分もですけど、物書きで仕事になるといいですが、世の中は物書きで口に糊させてくれない方向のようでw
栗林/次の職が決まるまでの間に、今書いている長編の初稿を上げてしまおうと考えています。だんだん方向が決まってくると速度はどんどん上がってくるのです。
murbo/そうですね、書けるうちに書いちゃうのがいいですよ。速さは大切です。
渡辺/絵も金になりませんけどね、オリジナルロボなんか需要ゼロだしw
murbo/渡辺さんでも厳しいですか?
渡辺/丁度今、ロボの仕事をさせてもらってますけど、自分は3Dのバーターで御褒美的にやらせてもらってる感じですよw
ロボのデザインでメシが食えてる人って日本で10人くらいじゃないですか?w
murbo/そうですか~。 まぁ、媒体が限られてるからロボだけというのは難しいですね。
渡辺/既存の物をモデリングするとか言う仕事ならまだ有りそうですけどね~
栗林/御社独自のロボを造りませんか?スマホをかざすと、「ほら、ショールームに巨大ロボが」とか、ビジネスモデルを作るとか。
ARですね。
murbo/オリジナルとなると、昔のアオシマ社のアトランジャーのようなものは今は成立しそうにないですねぇ。
ああ、なんだか後ろ向きw
渡辺/オリジナルは鬼門中の鬼門ですね
まぁぼさんみたいに、デザインやりたければシナリオから出版?まで全部やるのが唯一の方法じゃないかな~
そういう意味で宇宙キッドを凄くリスペクトしてます。
昔Z-NOVAってやってたんですけど、アレも焦熱が消えちゃったなぁw
ARとかにしても、ガンダム?とかなら需要はあると思うんですが、
オリジナルだと厳しいんじゃないかなぁ~と思うんですけどね~。
栗林/ゲームとかですかねえ。いろんな連中がネット経由で寄ってたかって作っていって結果的にingressみたいになるようなARゲームって作れないかな。あれはGoogleMapって資産があってなんだけど。
murbo/そうですか~ ロボットデザインだけじゃなくて作品世界ごと作っちゃって制作物も丸ごと全部となると、結構なモチベーション必要ですねぇ。自分でもなんだかサグラダファミリア作ってるような感覚で、全然完成しないんですよ。
Z-NOVAは3DCGのアプリみたいなものもあったし、デザイン的にも独自の感覚があったので良いなと思うんですけど、多分、その独自の感じがハードルになるのかな。
栗林/ロボットが出てくる設定とロボットだけ作って、その他の要素はユーザーが参加していくことで作ってもらう。ARポケモンみたいなもんですよ。みんなポータルをハックするようにロボットゲットしてくれよな的な。でゲットするのはスマホの専用アプリ。
来月一日に、謎の新ロボット出るらしいぞ、って感じでユーザーをあおる。
murbo/やっぱりロボットの周辺のデザインが必要になりますよね。そうなるとロボットもユーザーがデザインするみたいになったほうがイベントとして面白いとか、そういう方向になりそう。自己否定になっちゃうけど、具体的なコンテンツを提示するよりその場を整備して提供するのがIT的には正解の方向のようなんです。
渡辺/アーマードコアとか?
逆にアソコまでやらないといけない感じは厳しいですよね~w
murbo/そうそう、あれも結構作りこんでて、尚且つ全部がパーツという。あと変形とか合体しないとプレイバリューが限定されるから。いやぁ、タイムマシンがあったらアーマードコアを破壊したいですねw
で、いま完全オリジナルで気焔を吐いているメカトロウィーゴというのがプラモで展開していて、デザインが大変可愛いんですよ。やっぱりロボも可愛いは大切なようです。
渡辺/あ~たしかにフィギュアとか現実的だなぁ。
murbo/ちょっと関連のサイト見てみると、やはりというか、企画として上手ですねぇ。キャラ立ちできる企画ですね。
栗林/あれは世界設定がうまいなあ。
渡辺/狭き門だけどやりようはあるのかなー
あと、かわいいほうがよさそうw
murbo/可愛いのは大切ですねぇ。
で、栗林さんのコラムはスターウォーズの次回作予想。かなりまじめな予想で驚きました。時代は本気ですねぇ。
あいかわらずの脱線編集後記で、これ自体がコンテンツ化してしまったなあ~ まぁ、そういうことで、楽しげな内容になればとりあえずOKで、また次回もお楽しみに。
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